
令和 3年度大阪府がん対策推進委員会第１回小児・AYA世代のがん対策部会（概要） 

 

１． 日 時：令和４年２月４日（金）13時００分～１4時 30分 

 

２． 場 所：ウェブ会議 

 

３． 議 事： 

（１）第３期大阪府がん対策推進計画の中間報告について 

（２）第４期がん対策推進計画策定に向けたニーズ調査について 

（３）ＡＹＡ世代 長期フォローアップ体制の構築について 

（４）大阪府がん患者等妊よう性温存治療費助成事業について 

（５）その他 

 

４． 委員からの意見要旨 

（１）第３期大阪府がん対策推進計画の中間報告について 

【意見要旨】 

 〇患者が情報提供を受けることができる体制を整備する必要がある。 

 〇大阪国際がんセンターのウェブサイト「大阪がん情報」等において、小児がん家族

ニーズ調査の結果を公開してはどうか。 

 〇大人のがんに比べ、小児がんは検診が無いため、早期発見が難しい。小児における 5

年実測生存率をこれ以上上昇させることは難しい。 

 

（２）第４期がん対策推進計画策定に向けたニーズ調査について 

【意見要旨】 

〇令和 2 年度に実施した小児がん患者家族ニーズ調査結果によると、がん相談支援セ

ンターを「知らなかった」及び「知っていたが利用しなかった」が９割を占めてお

り、認知度の向上と利用促進が今後の課題である。また、治療、晩期合併症等、不

妊の説明を受けた方の割合は平成 29年度に比べて上昇し、治療と学業の両立支援を

受けた方の割合は新型コロナウイルス感染症の影響を受けたためか低下した。 

〇小児がん患者家族ニーズ調査については行政で実施するべきことを確認する調査と

いうよりも、医療機関が現状を把握する調査であると考えるが、その中で医療機関

だけでは対応ができない課題については、行政にも介入をしてもらう必要がある。 

 〇府が実施する調査と令和 4 年度以降に近畿ブロック小児がん医療提供体制協議会で

実施する調査の対象者が、できるだけ重複しないように実施してほしい。 

 

 



（３）ＡＹＡ世代 長期フォローアップ体制の構築について 

【意見要旨】 

〇一定の年齢になると地域のかかりつけ医を見つけることができるようになるが、小児

がん患者は主治医の異動等により、フォローが途絶えてしまい健康管理が難しくなる

傾向がある。 

〇小児科と成人診療科の橋渡しや、新たな主治医を見つけるための相談窓口、地域の患

者に対してがん検診受診勧奨を行う大阪府が指定する長期フォローアップセンター

を設置する等して、府民の目に見える形で構築したい。 

〇小児がん経験者は後年になって二次がんのリスクが高くなるが、自治体からがん検診

の案内が来るまでにタイムラグがある。自治体が実施するがん検診以外は、費用負担

が大きくなるため、行政にも支援していただきたい。 

〇晩期合併症が発生した際に必要となる過去の記録を医師に紐づけると退職等により

失われてしまうため、国において検討が進められているデジタル化した治療サマリー

を活用する等して、患者に紐づけるようにするべきである。また、再発のリスクやフ

ォローアップの重要性等、患者に意識付けをする体制の構築も必要である。 

 

（４）大阪府がん患者等妊よう性温存治療費助成事業について 

【意見要旨】 

  〇病院によっては妊よう性温存に関する窓口を一元化しているが、全ての病院でその

ような窓口を設置することは難しい。大阪がん・生殖医療ネットワークから日替わ

りで担っていただくような相談窓口を設置することはできないか。 

  〇日本癌治療学会が発行している「小児,思春期,若年がん患者の妊孕性温存に関する診

療ガイドライン」に記載されているリスク分類表を参考に、年齢や不妊治療の保険

適用範囲、他都道府県と整合性を図りつつ基準を設定するべき。 

  〇申請件数が多い地域には国庫補助負担分を大きくしてもらうよう働きかけてはど

うか。 

 

（５）その他 

  ア 関西・AYAがん患者支援ネットワークのカンファレンスについて 

〇3年前にAYAに関わる医療関係者を集めて顔の見える関係づくりを目的として

立ち上げた。 

〇新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、延期となっている。新型コロナウ

イルス感染症の状況を見ながら再開したい。 

 

イ がん治療中・治療後の学びと学校参加の支援について 

 〇大阪府内の小・中・高等学校に通学中のがん患者及びその家族に向けた支援や、



サバイバーの体験談等を記載している冊子となっているので、該当する患者に

情報提供いただきたい。 

 

エ AYA世代が介護保険を受給できないことについて 

    〇AYA世代の在宅療養費については、国レベルで助成してもらうことが望ましい

ため、要望をしていただきたい。また、それまでの期間は大阪府が国に先行し

て実施してほしいと考える。 

     


